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協
議
会
だ
よ
り

全
国
児
童
福
祉
主
管
課
長
会

議
資
料
が
発
表
さ
れ
ま
し
た

　
二
〇
二
一
年
三
月
五
日
、
厚
生
労
働

省
（
以
下
、
厚
労
省
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
「
全
国
児
童
福
祉
主
管
課
長
会
議
」

の
資
料
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
（「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
予
防
の
た

め
、
参
集
形
式
で
の
会
議
は
実
施
さ
れ

ず
、
資
料
の
掲
載
の
み
）。

　
こ
の
な
か
か
ら
、「『
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
』
の
参
酌
化
に
伴
う
条
例
改
正

等
の
状
況
に
つ
い
て
」を
紹
介
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
誌
五
七
ペ
ー
ジ
に
は
、
厚

生
労
働
省
令
「
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
」（
以
下
「
設
備
運
営
基
準
」）
と
条

例
の
関
係
、
職
員
に
関
す
る
基
準
、
参

酌
化
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
ま
す
の

で
、
あ
わ
せ
て
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　「『
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
』
の
参
酌

化
に
伴
う
条
例
改
正
等
の
状
況
に
つ
い

て
」
は
、
二
〇
二
〇
年
九
月
末
時
点
の

調
査
で
す
。
以
下
、
い
く
つ
か
の
項
目

を
く
わ
し
く
見
て
い
き
ま
す
。

◆
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
実
施
し
て
い

る
一
六
二
三
自
治
体
の
う
ち
、
五
七
五

自
治
体
で
「
人
員
配
置
・
資
格
要
件
」

基
準
の
改
正
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
具
体
的
な
改
正
内
容
」
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。（
複
数
回
答
。
か
所
＝
自

治
体
数
）。

・	

放
課
後
児
童
支
援
員
（
以
下
、
支

援
員
）
等
の
員
数
に
関
す
る
改
正
、

三
二
か
所
（
五
・
六
％
）

・	

支
援
員
の
資
格
要
件
に
関
す
る
改

正
、
一
〇
か
所
（
一
・
七
％
）

・	「
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格
研

修
」（
以
下
「
認
定
資
格
研
修
」）
修

了
要
件
の
経
過
措
置
延
長
、
五
六
〇

か
所
（
九
七
・
四
％
）

・	

職
員
の
専
任
規
定
に
関
す
る
改
正
、

三
か
所
（
〇
・
五
％
）

　
な
お
、
改
正
が
行
わ
れ
た
五
七
五
か

所
の
う
ち
、
五
三
三
か
所
は
、「
認
定

資
格
研
修
」
修
了
要
件
の
経
過
措
置
の

延
長
の
み
を
改
正
し
て
い
ま
す
。

◆
支
援
員
等
の
員
数
に
つ
い
て
、
国
の

基
準
（
支
援
員
の
複
数
配
置
が
原
則
）

と
は
異
な
る
規
定
を
設
け
た
自
治
体

（
三
二
か
所
）
に
お
け
る
基
準
内
容
と

自
治
体
数
の
内
訳
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。

・	「
放
課
後
児
童
支
援
員
の
一
人
配
置

を
可
と
す
る
」
二
七
か
所

・	「
補
助
員
の
二
人
以
上
を
可
と
す
る
」

二
か
所

・	「
補
助
員
の
一
人
配
置
を
可
と
す
る
」

一
か
所

・	「
そ
の
他
」
二
か
所

◆
支
援
員
の
配
置
と
数
に
つ
い
て
、
国

の
基
準
と
は
異
な
る
規
定
を
設
け
た
際

に
、
そ
れ
を
認
め
る
場
合
の
要
件
を
、

「
利
用
児
童
が
二
〇
人
未
満
の
事
業
所
」

と
し
て
い
る
自
治
体
（
一
〇
か
所
）、

「
夕
方
等
の
特
定
の
時
間
帯
」（
八
か
所
）

と
し
て
い
る
自
治
体
、「
土
曜
日
等
の

特
定
の
曜
日
」（
五
か
所
）
と
し
て
い

る
自
治
体
が
あ
る
一
方
で
、「
そ
の
他
」

（
一
四
か
所
）「
特
段
の
制
限
を
設
け
て

い
な
い
」（
二
か
所
）
と
い
う
自
治
体

も
あ
り
ま
し
た
（
複
数
回
答
）。

◆
支
援
員
の
資
格
に
つ
い
て
、
国
の
基

準
と
異
な
る
規
定
を
設
け
た
自
治
体
は

「
国
の
基
準
と
異
な
る
基
礎
資
格
を
規

定
」
し
た
と
こ
ろ
が
五
か
所
、「『
認
定

資
格
研
修
』
修
了
の
義
務
な
し
」
と
し

た
と
こ
ろ
が
五
か
所
で
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
資
格
は
当
該
の
市
町
村

の
み
で
有
効
と
な
る
も
の
で
、
ほ
か
の

自
治
体
で
は
無
資
格
者
の
扱
い
と
な
る

こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

◆
「
条
例
改
正
実
施
ず
み
」
と
回
答
し

た
五
七
五
自
治
体
の
な
か
に
は
、
条
例

の
内
容
な
ど
を
事
業
者
や
利
用
者
に

周
知
・
説
明
し
て
い
な
い
自
治
体
が

一
四
一
あ
り
ま
し
た
。
具
体
的
な
内
訳

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

・	

事
業
者
と
利
用
者
の
両
方
に
対
し
、

条
例
の
内
容
等
を
周
知
・
説
明
し
た
、
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三
八
八
か
所

・	

事
業
者
に
対
し
、
条
例
の
内
容
等
を

周
知
・
説
明
し
た
、
八
か
所

・	

利
用
者
に
対
し
、
条
例
の
内
容
等
を

周
知
・
説
明
し
た
、
三
八
か
所

・	

実
施
し
て
い
な
い
、
一
四
一
か
所

　
本
来
、
市
町
村
に
お
い
て
、「
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
条
例
」
の
内
容
を
変
更
す

る
際
に
は
、
住
民
・
利
用
者
へ
の
説
明
、

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
で
の
議
論
、
市

町
村
議
会
で
の
議
決
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
周
知
・
説
明
し
た
と
回
答
し

て
い
て
も
、「
通
知
を
発
出
し
た
」「
自

治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
」

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ

と
も
推
測
さ
れ
ま
す
。

◆
条
例
改
正
実
施
済
み
の
自
治
体

（
五
七
五
か
所
）
に
お
い
て
、
参
酌
化

に
よ
る
影
響
が
あ
っ
た
と
回
答
し
た
自

治
体
は
三
一
八
あ
り
ま
し
た
。
具
体
的

な
内
容
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
（
複

数
回
答
）。

・	

事
業
の
継
続
が
困
難
で
あ
っ
た
が
、

参
酌
化
に
よ
り
事
業
の
継
続
が
可
能

と
な
っ
た
、
二
七
三
か
所

・	

こ
れ
ま
で
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
実

施
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
参
酌
化
に

よ
り
新
た
な
事
業
を
開
始
し
た
（
す

る
予
定
）、
一
七
か
所

・	

利
用
児
童
の
少
な
い
夕
方
の
時
間
帯

の
開
所
時
間
を
延
長
す
る
等
、
よ
り

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
対
応
が

可
能
と
な
っ
た
、
一
五
か
所

・	
そ
の
他
、
三
四
か
所

　
こ
れ
ら
の
回
答
は
、
参
酌
化
の
好
影

響
を
印
象
づ
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、「
指
導
員
が
一
人
だ
け

で
保
育
を
行
う
状
況
が
継
続
的
に
あ

る
」
状
態
で
は
、「
そ
の
場
そ
の
と
き

の
直
接
的
な
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
」

「
緊
急
時
の
対
応
」
に
多
く
の
困
難
が

生
じ
た
り
、「
子
ど
も
の
生
活
空
間
が

狭
め
ら
れ
る
」「『
一
斉
活
動
』
が
増
え

て
活
動
が
制
限
さ
れ
る
」
な
ど
の
状
況

が
生
じ
ま
す
し
、「
一
人
ひ
と
り
に
て

い
ね
い
に
関
わ
る
こ
と
」
が
で
き
ず
、

子
ど
も
を
多
角
的
に
理
解
す
る
こ
と
に

大
き
な
困
難
を
と
も
な
い
ま
す
。
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厚
労
省
は
、
二
〇
二
一
年
三
月
八
日

付
で
、
子
ど
も
家
庭
局
長
通
知
「『
放

課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
』
と
異
な
る
基
準

を
定
め
る
場
合
の
留
意
事
項
に
つ
い

て
」
を
発
出
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
注
意

喚
起
し
て
い
ま
す
。

　「
事
業
を
い
か
な
る
体
制
で
運
営
す

る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
の
安
全

の
確
保
に
つ
い
て
最
大
限
留
意
す
る
こ

と
が
必
要
」

　「
必
ず
利
用
児
童
の
安
全
確
保
方
策

に
つ
い
て
条
例
等
に
よ
り
定
め
る
と
と

も
に
、
そ
れ
に
よ
る
対
策
を
講
じ
ら
れ

た
い
」

　「
放
課
後
児
童
支
援
員
と
し
て
の
全

国
共
通
の
認
定
資
格
を
付
与
す
る
た
め

に
は
、
設
備
運
営
基
準
第
一
〇
条
第
三

項
に
規
定
す
る
要
件
を
満
た
す
必
要
が

あ
る
こ
と
に
御
留
意
願
い
た
い
」

　
指
導
員
が
経
験
を
蓄
積
し
、
子
ど
も

と
安
定
的
に
継
続
し
て
関
わ
り
を
持
て

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
必
要
な
の
は
、

「
設
備
運
営
基
準
」
の
「
緩
和
」
で
は

な
く
、
指
導
員
が
就
労
を
継
続
す
る
た

め
の
条
件
整
備
と
人
材
確
保
で
す
。

　
現
在
、
全
国
学
童
保
育
連
絡
協
議
会

と
地
域
の
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
も
、

「
従
う
べ
き
基
準
」
の
参
酌
化
に
と
も

な
う
各
市
町
村
の
条
例
改
正
の
状
況
を

独
自
に
調
査
し
て
い
ま
す
。
ひ
き
つ
づ

き
、
各
地
の
状
況
や
動
き
に
つ
い
て
、

ぜ
ひ
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

全
国
学
童
保
育
指
導
員
学
校

を
開
催
し
ま
す

　
学
童
保
育
指
導
員
の
資
質
向
上
と
学

童
保
育
の
内
容
充
実
を
目
的
に
開
催

す
る
「
全
国
学
童
保
育
指
導
員
学
校
」。

二
〇
二
一
年
度
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
」
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
、
全
国

一
〇
会
場
で
開
催
の
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
月
号
の
巻
末
に
八
会
場
分
の

案
内
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
誘
い

あ
っ
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
九
月
に
開
催
予
定
の
「
東
北

会
場
」「
九
州
（
熊
本
）
会
場
」
の
案

内
は
、
二
〇
二
一
年
七
月
号
の
巻
末
に

掲
載
し
ま
す
。


